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朝鮮半島と 「環 日本海経済圏」

一 韓国の 北方政策と北朝鮮の 経済開放政策を中心に 一

李　　　鍾　元

　　　（名古屋大学経済学部）

　第 2 次大戦後、世界が資本主義陣営と社会主義陣営 と が 対立 す る な か で
、 同

一
民族が 分断され

る国家 （東西 ドイ ツ 、南北 ベ トナ ム ）が現れた 。 考 え方に よれば 、 それが 米ソ超大国の 「将棋の

コ マ 1 と して 使われた の も事実で ある。南北朝鮮半 島もそ の 典型 とな っ た。そ こ は東西対立 の谷

間、米 ソ 双極構造 の 対 峙の 場 とな っ た 。

　 し か し 、 両陣営に よ る冷戦の 余波は まだ 残 っ て い る もの の
、 1980年代半ばか ら 、 中 ソ を始め と

す る社会主義諸国の 市場経済導入 お よ び資本主義諸国 との 経済協力な どの 動 きは 、戦後、半世紀

近 くに わ た っ て続 い た 冷戦時代の 終わ りを 告げ る象徴的な 出来事 で あ っ た
。 それ ら国際体制 の 大

変革は 、国際政治 の
一

つ の 大 きな焦点に もな っ て い る南北朝鮮半 島に イ ン パ ク トを与えずに お か

なか っ た。そ の
一

つ は 、南北朝鮮間の 接触や 物資交流に見 られ る よ うな、い わば柔軟な対応体制

へ の シ フ トで ある。具体的 に は 、韓国に よ る北方政策の展開 と北朝鮮に お ける部分的経済開放政

策な ど 、 が それに 当た る 。

　韓国 の 北方政策は、朝鮮 半島周辺 の 社会主義諸国と の対決構図に 画期的な変化を もた らすもの

で あ っ た 。他方、北朝鮮は 、韓国 の 急速な対中 ソ 関係 の 改善と劇的な中 ソ 両国の 政治 ・経済体制

の 変革に 対 して 批判 さ らに は反発を示 した 、しか し 、 その 首脳部 も徐 々 に 柔軟な対応をせ ざるを

得な くな っ て い る。

　こ うし た 南北両 国 の 緊張緩和 に よ る柔軟な行動や 南北間の 経済協力関係 の 模 索は 、韓国経 に 新

たな展望を与え る とと もに 、 沈滞 しつ つ ある北朝鮮経済に と っ て 新 た な活力源 とな ろ う。ま た 、

それの み な らず 、 国際社会 へ の北朝鮮の 復帰を 可能に する もの だ と考え られる 。

　 しか し 、 上述 し た よ うな朝鮮半島を め ぐる 政 治 ・経済関係 の 進展 を中長期的に 持続 させ る た め

に は 、
こ の 地域を め ぐる新た な共同体 シ ス テ ム の 構築が必要で ある。つ ま り、環 日本海諸国間に

おけ る政治 ・経済面で の協力体の結成は 、朝鮮半島の 民族対 立問題 の み な らず 、 21聯 己の 東北 ア

ジ ア の 安定的な経済交流 に よ る 南北 問題 の 解決 、 さ ら に 突発的に 起 こ り うる局地 的な紛争 の 予防

とい う側面か らも強 く求め られ る 課題 で ある。
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